
Planet Mu 

Capitol Kは、マルタ出身のKristian Craig Robinsonによるソロユニット。 
音楽的な影響はパンクやグランジといったジャンルにある。 
ドバイやブルネイなどを転々とした後、クリエイティブな環境を求め、イギリスのロンドンへと移住した。そこで制作したサウンド
コラージュを配布していたところ、そのうちの一つがPlanet Muのオーナー、μ-ZiqことMichael Paradinasの手に渡る。 
1999年、才能を見込まれたCapitol Kは、Planet Muより1stアルバム"Sounds Of The Empire"をリリースした。ちなみにこのアルバム
のライナーノーツ筆者名に、ミススペルがある。 
翌年10月、再びPlanet Muより2ndアルバム"Island Row"を発売。この作品に収録されている"Dance On"は、プリンスの曲のカバーで
ある。また後にXL Recordingsから再発されるが、こちらは多少構成が変わっている。 
2003年頃より、自らの設立したレーベルでの活動がメインとなる。 
2004年に"Happy Happy"をリリース。翌年にリリースされた"Nomad Junk"は、故郷マルタやバルセロナ、アジアでは台湾に東京に香
港といった場所でフィールドレコーディングされた素材が用いられている。 
2008年9月、"Notes from Life on the Wire with a Wrecking Ball"をリリース。アルバムジャケットの絵は、同年6月に行われたライブの
模様を描いたもの。 
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